
【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2022年５月13日

【四半期会計期間】 第20期第１四半期（自　2022年１月１日　至　2022年３月31日）

【会社名】 バルミューダ株式会社

【英訳名】 BALMUDA Inc.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　寺尾　玄

【本店の所在の場所】 東京都武蔵野市境南町五丁目１番21号

【電話番号】 050-3733-9206

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　佐藤　雅史

【最寄りの連絡場所】 東京都武蔵野市境南町五丁目１番21号

【電話番号】 050-3733-9206

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　佐藤　雅史

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 

 

EDINET提出書類

バルミューダ株式会社(E36091)

四半期報告書

 1/19



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第１四半期
連結累計期間

第20期
第１四半期
連結累計期間

第19期

会計期間
自　2021年１月１日
至　2021年３月31日

自　2022年１月１日
至　2022年３月31日

自　2021年１月１日
至　2021年12月31日

売上高 (百万円) 3,702 4,092 18,379

経常利益 (百万円) 462 144 1,462

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 301 96 1,015

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 305 98 1,015

純資産 (百万円) 5,515 6,405 6,292

総資産 (百万円) 8,967 9,846 10,881

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 36.99 11.58 122.81

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) 36.66 11.55 119.93

自己資本比率 (％) 61.5 65.1 57.8
 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していません。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、当

第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となっています。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものです。

 
(1) 経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における日本経済を取り巻く環境は、新型コロナウイルス感染症（以下「感染症」

という）のオミクロン株による感染再拡大、昨年半ばから続く世界的なサプライチェーンの混乱やウクライナ情

勢の深刻化等により、景気の先行きは不透明感が増しました。感染症の感染対策に万全を期し、経済社会活動が

正常化に向かう中で、景気が持ち直していくことが期待されます。

当社グループに関連する家電業界においては、一般社団法人日本電機工業会（JEMA）によると、2022年１月か

ら３月における民生用電気機器の国内出荷金額は2,430億円（前年同期比101.7％）となりました。白物家電機器

分野における2022年度の国内出荷は２兆5,014億円（前年度比99.8％）と前年度をやや下回る見通しですが、多様

な新生活様式が定着し、高機能・高付加価値製品に対する消費者ニーズは今後も一定程度継続するものと考えら

れます。

このような環境のなか、当社グループは、昨年発売した「BALMUDA Phone（4.9インチ 5Gスマートフォン）」の

価値向上を図るため、2022年２月に「BALMUDA Time ＆ Weather（時計アプリ）」を、３月に「BALMUDA

Calculator（計算機アプリ）」をアップデートしました。さらに、より多くの方にバルミューダの考えるスマー

トフォンでの体験をお届けするため、「BALMUDA Scheduler（スケジュール管理アプリ）」をAndroid向けに一般

公開しました。また、北米においては継続的な広告宣伝活動により、現地メディアの記事やSNS投稿が増加してい

ることもあり、販売を伸ばしました。国内においても、昨年オープンした旗艦店での限定企画やシーズナルイベ

ントに合わせた広告等、コミュニケーション活動も継続し、ブランド価値の向上に努めました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、以下のとおりとなりました。

 
    (単位：百万円)

 
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前期差 前期比(％)

売上高 3,702 4,092 390 10.5

営業利益 454 172 △281 △62.0

経常利益 462 144 △318 △68.7

親会社株主に帰属する四半期純利益 301 96 △204 △67.8
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国内販売については、昨年前半にあった巣ごもり需要は落ち着いたものの、昨年発売した新製品「BALMUDA The

Brew（オープンドリップ式コーヒーメーカー）」を中心に、キッチン関連製品が高水準で推移したほか、

「BALMUDA Phone」も売上高を伸ばす要因となりました。

海外販売については、韓国で「BALMUDA The Range（オーブンレンジ）」及び「BALMUDA The Brew」を新たに販

売開始した一方で、感染症再拡大による生産遅延や海上輸送のひっ迫等により前期と比べると一時的に売上高が

減少しました。また、北米では販売拡大等により、売上高及び当社内におけるシェアが拡大しました。

 
    (単位：百万円)

地域別売上高
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前期差 前期比(％)

日本 2,439 2,905 465 19.1

韓国 974 715 △258 △26.5

北米 94 160 66 70.1

その他 194 311 117 60.3

合計 3,702 4,092 390 10.5
 

 
    (単位：百万円)

製品カテゴリー別売上高
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前期差 前期比(％)

空調関連 680 740 60 8.9

キッチン関連 2,167 2,732 565 26.1

携帯端末関連 ― 177 177 ―

その他 854 441 △412 △48.3

合計 3,702 4,092 390 10.5
 

 
なお、当社グループは家電事業のみの単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しています。

 
 

(2) 財政状態の状況

 （資産）

当第１四半期連結累計期間末における資産合計は9,846百万円となり、前連結会計年度末と比べて1,035百万円

減少しました。

流動資産は8,475百万円（前連結会計年度末比948百万円減）となり、これは主に現金及び預金が2,238百万円増

加した一方で、売掛金が3,315百万円減少したことなどによるものです。固定資産は1,370百万円（前連結会計年

度末比87百万円減）となり、これは主に製品の金型に係る償却等によるものです。

 
 （負債）

当第１四半期連結累計期間末における負債合計は3,440百万円となり、前連結会計年度末と比べて1,148百万円

減少しました。

流動負債は2,911百万円（前連結会計年度末比1,529百万円減）となり、これは主に短期借入金が700百万円、買

掛金が286百万円、未払法人税等が224百万円減少したことなどによるものです。固定負債は529百万円（前連結会

計年度末比380百万円増）となり、これは長期借入金が380百万円増加したことによるものです。

 
 （純資産）

当第１四半期連結累計期間末における純資産合計は6,405百万円となり、前連結会計年度末と比べて113百万円

増加しました。これは主に利益剰余金が96百万円、新株予約権の行使に伴う新株発行により資本金及び資本剰余

金がそれぞれ7百万円増加したことなどによるものです。
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(3) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略について重要な変更はあ

りません。

 
 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
 
(5) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は53百万円です。なお、当第１四半期連結累計期間にお

いて当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000,000

計 26,000,000
 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
（2022年３月31日）

提出日現在
発行数(株)

（2022年５月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 8,380,900 8,382,900

東京証券取引所
マザーズ（第１四半期
会計期間末現在）

グロース市場（提出日
現在）

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式
です。なお、単元株式数は
100株です。

計 8,380,900 8,382,900 ― ―
 

（注）提出日現在の発行数には、2022年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれていません。

 
 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

　2022年１月１日～
2022年３月31日

（注）
53,900 8,380,900 7 1,414 7 1,411

 

（注）新株予約権の行使による増加であります。
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 
(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2021年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしています。

 
① 【発行済株式】

    2022年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,313,400 83,134

完全議決権株式であり、権利内容
に何ら限定のない当社における標
準となる株式です。なお、単元株
式数は100株です。

単元未満株式 普通株式 13,600 ― ―

発行済株式総数 8,327,000 ― ―

総株主の議決権 ― 83,134 ―
 

「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式28株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しています。

 
２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年１月１日から2022年

３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年１月１日から2022年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,000 3,239

  売掛金 5,321 2,005

  商品及び製品 2,541 2,724

  原材料及び貯蔵品 220 231

  その他 340 274

  流動資産合計 9,424 8,475

 固定資産   

  有形固定資産 743 670

  無形固定資産 405 439

  投資その他の資産 309 260

  固定資産合計 1,457 1,370

 資産合計 10,881 9,846
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,763 1,477

  短期借入金 800 100

  1年内返済予定の長期借入金 475 392

  未払法人税等 238 14

  賞与引当金 91 57

  製品保証引当金 383 402

  その他 687 467

  流動負債合計 4,440 2,911

 固定負債   

  長期借入金 148 529

  固定負債合計 148 529

 負債合計 4,589 3,440

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,407 1,414

  資本剰余金 1,404 1,411

  利益剰余金 3,477 3,574

  自己株式 △0 △0

  株主資本合計 6,289 6,401

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 2 4

  その他の包括利益累計額合計 2 4

 純資産合計 6,292 6,405

負債純資産合計 10,881 9,846
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自  2021年１月１日
　至  2021年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  2022年１月１日
　至  2022年３月31日)

売上高 3,702 4,092

売上原価 2,136 2,600

売上総利益 1,565 1,492

販売費及び一般管理費 1,111 1,319

営業利益 454 172

営業外収益   

 受取利息 0 0

 為替差益 12 －

 雑収入 1 0

 営業外収益合計 13 0

営業外費用   

 支払利息 3 4

 為替差損 － 22

 株式交付費 1 －

 雑損失 0 1

 営業外費用合計 5 28

経常利益 462 144

税金等調整前四半期純利益 462 144

法人税、住民税及び事業税 97 2

法人税等調整額 64 45

法人税等合計 161 47

四半期純利益 301 96

親会社株主に帰属する四半期純利益 301 96
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自  2021年１月１日
　至  2021年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  2022年１月１日
　至  2022年３月31日)

四半期純利益 301 96

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 4 2

 その他の包括利益合計 4 2

四半期包括利益 305 98

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 305 98
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 
当第１四半期連結累計期間

(自　2022年１月１日　至　2022年３月31日)

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識基準に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしています。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

いますが、利益剰余金の期首残高に与える影響はありません。

また、収益認識会計基準等の適用による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

 
(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしています。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費含む）は、以下のとおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
至　2021年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
至　2022年３月31日)

減価償却費 70百万円 124百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　2021年１月１日　至　2021年３月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、2021年１月14日を払込期日とするオーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資によ

る新株式発行（215,200株）により、資本金及び資本準備金がそれぞれ191百万円増加しています。また、新株予約

権の行使により資本金及び資本準備金がそれぞれ33百万円増加しています。

この結果、当第１四半期連結会計期間末において、資本金が1,374百万円、資本剰余金が1,371百万円となってい

ます。

 
当第１四半期連結累計期間(自　2022年１月１日　至　2022年３月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 
３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 
 
 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、家電事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略

しています。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社グループは、家電事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略していますが、顧客と

の契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりです。

 
１．地域別の内訳

 （単位：百万円）

 
当第１四半期連結累計期間

(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

日本 2,905

韓国 715

北米 160

その他 311

顧客との契約から生じる収益 4,092

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 4,092
 

 
２．製品カテゴリー別の内訳

 （単位：百万円）

 
当第１四半期連結累計期間

(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

空調関連 740

キッチン関連 2,732

携帯端末関連 177

その他 441

顧客との契約から生じる収益 4,092

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 4,092
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりです。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日　
至　2021年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日　
　至　2022年３月31日）

（1）１株当たり四半期純利益 36.99円 11.58円

（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 301 96

　普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
　四半期純利益（百万円）

301 96

　普通株式の期中平均株式数（株） 8,139,032 8,369,992

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 36.66円 11.55円

（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百万円） ― ―

　普通株式増加数（株） 74,154 26,825

　（うち、新株予約権（株）） （74,154） （26,825）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計
年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 
 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

バルミューダ株式会社(E36091)

四半期報告書

16/19



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2022年５月13日

バルミューダ株式会社

取締役会　御中

 
太陽有限責任監査法人

 

東京事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中　 村　 憲　 一  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 石　 川　 資　 樹  

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているバルミューダ株

式会社の2022年１月１日から2022年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2022年１月１日から2022

年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年１月１日から2022年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、バルミューダ株式会社及び連結子会社の2022年３月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は　

ない。

 
以　上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

バルミューダ株式会社(E36091)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

